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　Synthesis　of 　superabsorbent 　pQlymers 　was 　investigated　with 　the　reaction 　of 　five　kinds　of 　cotton

products （new 　leans．　worn −out 　jeans．　worn −out 　u ロderwear ，　a　worn −out 　toweL，　and 　worn −out　bedding｝
and 　succinic　anhydride 　in　the　presence 　of 　4−dimethylaminopyridine　as　an 　esterification 　catalvst 　in　a
mixturc 　of 　Iithium　chloride 　and 　N−methyl −2−pyrrolidinone，　followed　by　NaOH 　neutra ］ization．　The　mo −
lecular　weight 　of 　ceHulose 　composing 　cotton 　products　was 　estimated 　by　solution 　viscometry ，　The
superabsorbent 　polymer 　from　new 　jeans　showed 　the　highest　absorbency 　in　both　pure　water 　and 　NaCl
aqueous 　solution．　while 　that　fr  m 　worn −out 　jean．g　exhibited 　the　lowest　absorbency ．　These　results 　corre −
sponded 　to しhe　molecular 　weight 　of　cotton 　cel］ulose ，’．e．，　the　higher　the　molecular 　weight ，　the　highcr　the
absorbency ．　The　superabsorbent 　polymers　of　the　present　study 　biologically　degraded　a 且most 　com −

plete］y　ill　20　days，　which 　shows 　their　exce 且lent　biodegradability．
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　 L 緒　 　言

　綿 は，肌着，ジ
ー

ン ズ，タ オ ル，布 団な ど の 素材 と

して 口常生活 に な くて は な ら な い 繊維材料 で あ る
t，一／b

，

全 世界 で年間約 2，000万 トン と，羊毛 や 絹な ど他の 天

然繊 維 と比較す る と，そ の 生 産量 は 圧倒的 に多い
lI
．

また，総合的な機能や 風 合い の バ ラ ン ス ，冉 生 可 能 な

天然資源か ら得られるなどの 点 で ，他の 繊維に は な い

優れ た特性 を備 え て お り，今後 も綿 に対す る 需要が な

くな る こ とは な い と考 え ら れ る
3．
．

　地球規模 で の 環境保全が叫ばれ る今 日，繊維製 品 に

つ い て も，環境 に 配慮 した製造 ・使用 ・
処分 が 望 まれ

る．現在 の 国内 の 衣料品廃棄物 の 排 出量 は，年 間約

100万 トン で あ り，
一

般廃棄物全体の 約 2％ を占め

る
t’　／
．こ れ は容器包装 の 25％，紙製品 の 25％ ，自動

車 の 10％ な ど と 比 較 す る と少 な い もの の ，家電製品

や 大型家具とほ ぼ等 しい 量 とな っ て い る．資源有効利

用促進法で は廃棄物 の 発生抑制 （Reduce），製品の 再

使用 （Reuse），原材 料 と して の 再利用 （Recycle） を

規定し て お り，繊維製品 も こ れ ら 3 つ の R に つ い て

の 検討 が 重 要 で あ る ．現在の とこ ろ，同収さ れ た 繊維

製 品は ，中古衣料 として 再度 市場に 出荷 （大部分 は 東

南ア ジ ァ な どへ 輸 出），裁断 して ウ エ ス （工 場用雑巾｝

と して 使用，反毛 して フ ェ ル トや作業手袋 な ど に 再生 ，
の 3 つ を主 な用途 として い る．こ れ ら の使用済 み 繊維

製 品の 再生用途 は 数十年来ほ と ん ど 変 わ っ て お らず，

新 た な用途が見 つ か っ て い ない の が 実状 で ある
‘ 1

．

　綿製品 は その 吸水性か ら ウ エ ス 用途で 多く利用 され

て お り，また 反 毛 に よ り再度，糸 や テ キ ス ダ イ ル に戻

す とい うこ とも可能である．しか しなが ら，フ ェ ル ト

に つ い て は，繊維長 が短 く絡 みに くい ，ク ッ シ ョ ン 性

が な い ，な ど の 問題があ り1 綿を主体とした リサ イク

ル は 難 し い
コ ．

　我 々 は ，身近な大然資源 で あ り，か つ ，極め て 高い

分子量 を有す る 綿 セ ル ロ
ー

ス に着目 し，こ れ を原料 と
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Fig，1，　 Synthetic　route 　from　cotton 　cellulose 　and 　succinic 　anhy −

　 　 　 dride

して ，紙 お むつ な どの 構成材料で あ る高吸水性樹脂を

得る検討を行 っ て きた．その結果，市販 の 脱脂綿 に 無

水 コ ハ ク酸を付加 した後，水酸化ナ トリ ウ ム で 中和す

る こ と に よ っ て，純水を自重の 約 400倍吸水する高吸

水性樹脂 が 得ら れ る こ とを明 らか に した
6 ／

．高吸水性

樹脂を得る た め に は 架橋構造 を形成 さ せ る 必 要が あ る

が，無水 コ ハ ク酸を付加させ る 際に ，反応促進剤 と し

て 4一ジ メ チ ル ア ミ ノ ピリジ ン を用 い る と，架橋 剤 を

用 い な くて も高吸水性樹脂が得 られ る こ と を見 い だ し

た．反応 で 生成 し たエ ス テ ル カ ル ボ ン 酸の
一

部が更 に

反応 し，部分 的 に ジエ ス テ ル が生成 したた め と推定 し

た
61
．

　現在用い られ て い る高吸水性樹脂は，ポ リア ク リル

酸ナ ト リ ウ ム を架橋 した もの が主 で あ る
7 ／
’P ／．しか し，

現行 の 高吸水性樹脂 は，い ず れ枯渇が懸念さ れ る 石油

を原料 と して製造さ れ ，また，生 分解性を有 さ ない た

め ，焼却処理 や埋 め 立 て な ど，廃棄方法に制限を受け

る，

　高吸水性樹脂が天然物な ど，い わ ゆ る 再 生 可能な資

源 か ら作 ら れ ，生 分解性 を有せ ば，使用後は焼却処理

をす る必要がな く，堆肥化 な どの 微 生物処理が可能 と

な り，自然界 の 炭素サ イ ク ル に 取 り込 まれ る こ と に な

る，そ の ため ，天然物を原料 とし，生分解性 を有する

高吸水性樹脂 を得る ため の 試 み が報告 され て い る
1胴 4 ．

　以上 の ような背景 の 元，本研究 で は，綿製品 の 新た

な リサ イ ク ル の 用途として ，各種の 綿製品か ら高吸水

性樹脂を得る検討 を行 っ た ．一
般に，高吸水性 を発現

する た め に は，そ の 材料が高分子量 で あ る こ とが必要

で あ る
7 ）

が ，長年 の 使用 や 洗濯 の 繰 り返 し に よ っ て，

綿製 品 の セ ル ロ
ース 分子鎖は 切断され て い くと推定さ

れ る ，そ こ で ，各綿製品 を構成する セ ル ロ ース が どの

程度 の 分子量低下 を きた し，そ れ が 高吸水性樹脂 の 吸

水特性 に どの 程度影響 を及 ぼ す か に 着 目して 検討 を行 っ

た，併せ て各高吸水性樹脂 の 生分解性 に つ い て も検討

し，高吸水性樹脂へ の 変性に よ る 生 分解性 へ の 影響 を

調べ た．

　2．実験方法

　〔1） 材 　 料

　新品 の ジ
ー

ン ズに は，ユ ニ ク ロ か ら入手 した端切れ

（裾を切断 し たもの ）を用 い た．使 い 古 しの ジ ー
ン ズ

は約 10 年に わた っ て使用 した BGbson 製の もの を用

い た ．使 い 古 しの ト
’
着 は 約 3年に わ た っ て使用 した ラ

ン ニ ン グ シ ャ ツ （B．　V．　D．製）を，使 い 占しの タ オ ル

は 約 2 年に わ た っ て 使用 した 白無地 の もの を，使 い 古

しの 布団綿は約 20年 に わ た っ て 使用 し た もの を そ れ

ぞれ用 い た．

　無水 コ ハ ク酸 4一ジ メ チ ル ア ミノ ピ リ ジ ン （DMAP ），

塩 化 リ チ ウ ム （LiCl），　 N 一
メ チ ル

ー2一ピ ロ リ ジ ノ ン

（NMP ），水酸化ナ トリウ ム は ， 特級試薬 を精製 する

こ とな く用 い た．

　（2 ） 溶液粘度の測定

　 ヒ記の 各種綿製品 0．01g を精秤 し，蒸留水中 に
一

晩浸 した．こ れ を よ く絞 り，メ タ ノ
ー

ル 中 に 浸漬 した，

10分後 に 再 び よ く絞 り，別 途用意 した NMP に 浸漬

した ，こ れ を よ く絞 り，メ ス フ ラ ス コ 中で 全容が 25

ml に な る ように ，　 LiCl／NMP 混合溶媒 （重量比 で 8 ：

92）を加 えた．室温で 3 日間撹拌 した，こ の ように し

て 得 ら れ た 綿 セ ル ロ ー
ス 溶液の 粘度を，ウベ ロ ーデ粘

度計を用い て ，30℃ で測定した．それぞれ の 綿セ ル ロ ー

ス の 固有粘度 （［ワ］） は，常法 に よ っ て 求め た．

　（3） 高吸水性樹脂 の 合成

　高吸水 性樹脂 は Fig．1 に 示す 反応に よ っ て 合成し

た．以 下 に実験手Jil頁を述 べ る．約 5mm 角に 裁断 した

各綿製品 （1．Og ，セ ル ロ
ー

ス の 繰 り返 し単位で あ る

無水グ ル コ ース 単位 で 6．2mmol ）を蒸留水 中 に
一

晩

浸 した．こ れをよ く絞 り，メ タ ノール 中に浸漬 した．

10分後に再び よ く絞 り，別途 用意 した メ タ ノ
ー

ル に

浸漬 し た ．こ の 操作 を 3 回繰 り返 し た ，同様に NMP

中 で の 浸漬 お よ び 絞 る操作を 合計 3 同行い ，最終的 に

約 3倍の 重量に膨潤 した綿製品を得た．こ れ を，LiCl

（16g＞お よ び NMP （184　g ） の 混合溶媒中で 10 日 間，

室 温 で 撹 拌 して 均
一

な溶 液 を得 た． こ の 溶 液に，

DMAP （2．38　g，19，4　mmol ，綿セ ル ロ ー
ス の 水酸基

に 対 し，1．05 モ ル 倍量） を加 え，撹拌 し た ，DMAP

32 （628）
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Table　1．　Intrinsic　viscosities 　of　various 　cotton 　products

No Cotton　product ［ηユ
拿1

（皿 1／9）　 Mw
＊！f1。4

1　　New 　jeans
2　 Worn−out　ieans
3　 Worn ・out 　underwear

4　　Worn −out 　towel

5　 Worn −out 　bedding

1，5802001

，ユ90990630

91．ll6
．071
．86L542

．1

申 踵Measured 　in　LiCl／NMP 　at　30℃ using 　Ubbelohde　viscome ・

ter．寧2Estimated
　from ［η］

＝ （1．278・104 ）
・Mwl　

l，

（ref ．　18｝，

が完全 に溶解 した後，無水 コ ハ ク酸 （37，2g ，　 O．37

mol ，綿 セ ル ロ ー
ス の 水酸基 に対 し，20 モ ル 倍量） を

添 加 し，24 時 間室温 で 撹拌 した．そ の 後，反応系を

氷水浴 で 冷却 した上 で ，水酸化ナ トリ ウ ム水溶液 （10

重量 ％ ，148．4g ，370　mmQl ）を 加 え た ．氷水浴中 で

3 時間撹拌の 後，混合液を撹拌下 の メ タ ノ
ー

ル ／水混

合液 （850m レエ50　ml ） に 添加 した ．沈殿 した生成物

を 濾過 に よ っ て 取 り出 し，メ タ ノ
ー

ル （300・mi ）に再

び 沈殿 させ た，こ れを濾過 し，単離 した生成物を真空

乾燥した．得 られ た 固 形物 を市販 の ミキ サ
ー

で粉砕 し，

160 メ ッ シ ュ の ふ る い を通過 し た 淡黄色 粉末状固体 を，

高吸水性樹脂サ ン プル と した ．

　C4） 置 換度 の 測定

　生成物の 置換度は，サ ク シ ニ ル化で 生成 した エ ス テ

ル結合を過剰量 の 水酸化ナ トリ ウ ム で 加水分解 した後

に ，水酸化ナ トリウム 残存量を塩酸で 中和滴定する こ

と によ っ て 求 めた．以 下 に手順 を述べ る ，試料 0．2g

を精秤 し，50m 且の 蒸留水中で
一

晩膨潤 させ た．こ れ

に 0，1N の水酸化ナ ト リ ウ ム 水溶液 30　ml を加 え，50

℃で 3 時間加熱処理 をした ，室温まで冷却 した後，フ ェ

ノー
ル フ タ レ イ ン を指示薬 に 用 い ，O．1N の 塩酸 で 滴

定を行 っ た．こ れ をもとに繰 り返 し単位あた りの エ ス

テ ル 結合数 を算出 し，生成物 の 置換度とした．

　（5） 吸水性評価

　 JIS　K 　7223を参考に，テ ィ
ー

バ ッ ク法に よ る吸水性

試験 を実施 し た
’t’〕．関西衣 生 活研 究会 か ら購入 した ナ

イ ロ ン 6 の布を縦 40cm ，横 10cm の 長方形に 切断 し，

長f方向に折 り曲げ て 両端 を ヒ
ー

トシ
ー

ル して 袋状 と

した ．こ れ に 高吸水性樹脂 0，2g を入 れ，純水中 に所

定時間浸 した，水か ら引き上 げ，5 分間水切 りを行 っ

た後に重量を測定 した ．

　 吸水倍率 は
，

以 下 の 式 に よ っ て 算出 した．

　　　　 Absorbency＝（W − WD − WB ）／Wo

W は試料 を入れた テ ィ
ー

バ ッ グ を所定時間浸 漬 した

後 の 重量 （g），W 。 は吸水 前の 試料 の 重量 （g），　 WB
は 試料が入 っ て い な い テ ィ

ー
バ ッ グ （ブ ラ ン ク）を所

定時間浸漬 し，水切 り した 後の 重量 （g） で ある，

　（6） 生分解性評価

　得 ら れ た高吸水性樹 脂 の 生 分解性 評 価 を，JIS　K
6950に 基 づ き，クーロ メ

ーター
（OM3110A ，大倉電

気   製） を用 い ，25℃ で 行 っ た
le，i．なお，培養液は ，

下水処理場 （多々 良浄化川 セ ン タ
ー
，福岡）か ら 入手

した 活性 汚泥の 上澄み液を用い た ，

　3．結果お よび考察

　〔1） 溶液粘度 の 測定

　溶液粘度の測定結果を Table　1に 示 した．検討 した

中で は新品ジ ーン ズ が 最 も高 く，脱脂綿 の ユ，560ml／g

に近 い 値 と な っ た
6 ．
．それ以外の 綿製品は 長期使用後

の もの で あ り，い ずれ も低 い 値 とな っ た．特 に ，使い

古 しの ジー
ン ズが最 も低 く，新品の約 8 分 の 1 で あ っ

た，使 い 古 し品の 中で は 下 着が 最 も高 く，タ オ ル，布

団綿 と続 い た．こ れ ら の 値は ，洗濯 回数や 使用状 況

（力学的負荷や太陽光 へ の 暴露 な ど ），使用期間な どが

総合的に積算され た結果 を反映 して い る もの と考え ら

れ る．

　NMP と 同様 の 非 プ ロ ト ン 性極性 溶媒で あ る N ，　N 一

ジ メ チ ル ア セ トア ミ ド （DMAc ） と LiClとの 混合溶

媒 中で ，種 々 の 分子 量 を有す る セ ル ロ
ー

ス の ［ワ］お

よび重量平均分子量 Mw が 求め られ，両者の 関係式 と

して，下式 （1）が導出 さ れ て い る
T ．

　　　　　　　［η］
＝（1．278・10

−4

）・Mw
’19
　　　　　（ユ〉

　こ の 式に，本研 究 で得 られた ［η］ を代入す る こ と

で算出 した Mw の値 を Table　1 に示 した ．但 し，こ れ

らの 値は測定溶媒が異な る た め ，大まかな見積 も り値

で あ る ，［ワ］の 値が 最 も高い ジ ー
ン ズ新品 の 場合 で
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Fig．2．　 Presumed 　reaction 　scheme 　of　crosslinking

約 90 万 ，値が最 も低 い 。使 い 古 しの ジーン ズ の 場 合

で 16万 と な っ た ，木材
．
パ ル プの 分子量が 20〜30 万程

度，再 生 セ ル ロ ー
ス で は 5〜10 万 程度で あ る の で，使

い 占しの ジ
ー

ン ズ は種々 の セ ル ロ ース類の 中で は中程

度 の 分子量を有す る と推定 さ れ た ．

　〔2） 高吸水性樹 脂 の 合成

　上記 5 種類 の 綿製品 を，実験方法 で 述 べ た膨潤処理

を施 した後 に LiCl／NMP 溶媒に添加 し，　 o．5％ の 溶液

の 調製を試み た と こ ろ ．
一
部が ゲ ル 状 に な っ た ．そ の

まま室温 で 撹拌 を続 け る と徐 々 に 溶解 して い っ た ．完

全 に溶解する まで に約 10 日 を要 し，市販脱脂綿が 約

3 日で溶解 した の と比較す る と，さ ら に 長時間必要 で

あ っ た ．しか し，最終的に は使 い 古しの ジ
ー

ン ズ以外

は ，粘凋で 透明 な 溶液 が 得 ら れ た，使 い 古 しの ジ
ー

ン

ズの 場 合は液がやや自濁 し，不溶解物の存在が示唆 さ

れ た．長期使用 に よっ て 分解 だ けで は な く，
一

部 で架

橋形成などの 変化が生 じて い る もの と推定 され た ．

　無水 コ ハ ク酸の 添加量 （綿 セ ル ロ ー
ス の 水酸基に対

し て 20 モ ル 倍量），反応温度 （室温） は ，脱脂綿で の

検討に お い て最も高い 吸水性 を発現す る生 成物を得る

5

ハ

6 ｝ 4
互
♂ 3

岳

奮28

《 1

　　　 0

　　　　　　　 Absorption　Time （h｝

Fig ．3，　 Absorbency 　 of 　 superabsorbent 　 polymers
　　　　 from　various 　cotton 　products 　in　pure　water

■：new 　jeans，匚： worn −out 　jeans，●： worn −out 　underwear ，

O ： worn ．out 　towel．▲
；worn

−out　bedding．

条件と して採用 した
6 ：

．

　無水 コ ハ ク酸を添加 し，サ ク シ ニ ル 化反応を開始す

る と，い ずれ の場合も反応系がゲ ル 化 した．脱脂綿 を

用 い た 場合 と 同様に，反応に よ っ て 生成 した エ ス テ ル

カ ル ボ ン 酸と反応促進剤 の DMAP と の 間で 物理 的架

橋構造が 形成 されたため と推定 した （Fig．2 （a））．

こ の 架橋構造 は ，水酸化ナ トリ ウ ム に よる中和 で 消失

する は ず で あ る （Fig．2 （b））が ，最終的に得 られた

生 成物は水中 で ゲ ル を形成し たため，別 の 架橋構 造 の

存在が示唆 され た ．こ こ で は Fig．2 （c），（d）に示す

ように，エ ス テ ル カ ル ボ ン酸の
一

部が セ ル ロ
ー

ス の水

酸基 と更 に 反応し，部分的 に ジ エ ス テ ル が 生成 した も

の と推定 した．反応系 中に存在する 過剰量の無水 コ ハ

ク 酸が，脱水剤 と して 作用 し た もの と考え られ る．

　滴定法 に よ っ て 求め た 生成物 の 置換度は，い ずれ の

場合 も 2．1〜2．5 で あ り，脱脂 綿 を用 い た 場合
6

と 同

様に，比 較的高 い 値 を有す る こ とが 明 ら か とな っ た，

　〔3｝ 吸 水特性

　各綿製 品か ら得 られた高吸水性樹 脂 の 純水 ，0．9％

食塩 水お よび 3．5％ 食塩 水 中 で の 吸水性評価結果 を

Fig．3〜5 に 示 し た ，なお ，0．9％ は 生 理食塩水濃度 に

対応 し，3．5％ は海水の 塩分濃度に対応する．

　 い ず れ の 綿製品 か ら得 ら れ た 高吸水性樹脂 も比較的

ゆ っ く り吸 水 し， 96 時 間浸 漬 後 に は 純 水 中 で

320〜460g／g の 吸水倍率 を示 した （Fig．3），綿製品

の種類に 関 し て は ，新 品 の ジー
ン ズか ら得ら れ た もの

が最 も よ く吸水 し，使 い 占しの ジー
ン ズ か ら得 ら れ た

もの が 最 も低吸水で あ っ た．したが っ て，生成物の吸

水倍率は出発原料 の 分子量 に あ る 程度依存す る結果 と
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Fig．4，　 Absorbency　 of 　superabsorbent 　 polymers

　　　　 from　varbus 　cotton 　pfoducts 　in　O．9％ NaCl

　　　　 aqueous 　solution
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○ ：worn −out 　towel，▲ ： worn −out 　bedding，
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Fig．5．　 Absorbency　 of 　 superabsorbent 　 polymers

　　　　 from　various 　cotton 　products 　in　3．5％ NaCl

　　　　 aqueous 　solution

瞎： new 　jeans，匚： worn −out　jeans，●： worn ＜）ut　underwear ，
○：worn ｛）ut　towel ，▲ ： worn つ ut　bedding．
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Fig．6，　 Absorbency　of 　superabsorbent 　pQlymers 　from　various 　cotton

　　　 produ〔二ts　and 　crosslinked 　sodium 　polyacrylate　in　various

　　　 aqueous 　media

な っ た．

　o．9％食塩 水 中で の 吸水性評価結果 を Fig．4 に 示 し

た ．純水 中 と は 異な り，24 時 間 の 浸 漬 で ほ ぼ 飽和 に

達 し、それ以降の吸水倍率の増大は僅か で あっ た，綿

製品 に よ る 吸水倍率 の 順位 は 純水中 で の 結果と ほ ぼ 同

様で あ り．飽和吸水倍率は 68〜90g／g の 範囲内とな っ

た．

　Fig．5 に ，3，5％ 食塩 水中で の 吸水性評価結果を示

し た ．0．9％食塩 水中 で の 結果 と 同様に，比 較的 早 く

飽和に 達 した ．塩分濃度 が増大した分，吸水倍率は や

や 低 ト し，飽和吸 水倍率 は 46〜62g ／g と な っ た ．吸

水倍 率の 順位 は純水 中お よび O．9％食塩水中で の 場合

と ほぼ同様 で あ っ た．

　以 上 ，検討 した 結 果 を架橋 ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ

ム 系高吸水性樹脂 の 結果 と共に Fig．6 に ま とめ た．

架橋ポ リア ク リル 酸 ナ トリ ウ ム 系高吸水性樹脂 は速 や

か に 吸水 し，1時間程度 の 浸漬で 飽和 に達 した．それ

に 対 し，本研究 で 得 ら れ た 高吸水性樹 脂 の 吸水速度 は

全般に遅 く，飽和 まで に長時間を要した．Fig．6 で は

評価 した範 囲内 で 得 られ た最 も高 い 吸水倍率 を示 し た．

本研究で 得ら れ た高吸 水性樹脂 を，架橋ポ リ ア ク リ ル

酸ナ トリ ウ ム系高吸水性樹脂と比較す る と，特に食塩

水中 で の 吸 水倍率が 高い 傾向が 認 め られ た ．特に，新

品 の ジーン ズ か ら得 た高吸水性樹 脂 は 高 い 吸水性 を有

した．使い 古 しの 綿製品 の 中 で は ，タ オル や
一
ド着か ら

得た もの が 高吸水 で あ り，原料 の 綿製品を構成す る セ

ル ロ ース の 分子量 が高い ほ ど，吸水倍率は高 い 傾向が

認め られた．

　   　生分解性

　Fig．7 に種 々 の 綿花か ら得 ら れ た高吸水性樹脂 の 活
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Fig．7．　 Biodegradability　of 　superabsorbent 　polymers
　　　　from　various 　cotten 　preducts 　evaluated 　at　25

　　　　℃

x ：powder 　cellulose，■：new 　jeans，口： worn −out 　jeans，●：

worn −out 　underwear ，　O ： worn ・out 　towel ，▲ ； worn ・out 　bed−

ding．

性 汚泥 中で の 生分解性の評価結果を示 した．い ずれ の

場合も速や か に 生 分解 し，25℃ ，20 日 間 の 処 理 で 75
〜95％ の 生分解率を示 した ．基準物質と して 用い た粉

末状 セ ル ロ
ー

ス に 近 い 良好 な生 分解性を示 した．酢酸

セ ル ロ ース など，セ ル ロ ー
ス の エ ス テ ル 置換体は 生分

解性が かな り低下する こ とが知 られ て い る
181

が，本研

究 の コ ハ ク酸置換体は良好な生分解性 が保持 され る こ

とが明 らか と な っ た ，

　4．要 　　約

　 5 種類 の 綿製品 （新品 お よ び使い 占しの ジ ー
ン ズ

，

使 い 古 しの 下着 ，タ オ ル，布団綿） を LiCl／NMP に

溶解 した 後 ，無水 コ ハ ク酸で サ ク シ ニ ル 化 し，水酸化

ナ トリウ ム で 中和する こ とに よ っ て高吸水性樹脂を得

る検討 を行 っ た 結果，以 ドの 知見が 得 られ た．

　 1） LiCl／CNMP 中 で の 固有粘度は使 い 古しの ジー
ン

ズ の 200ml／g か らジ ー
ン ズ新品の 1，580　ml ／g まで と

広範囲に わた っ て お り，こ の 違い は そ れ ぞれ の履歴が

深 く関与 して い る と推定された．

　 2）　生 成 した高吸水性樹脂 は，比較的 ゆ っ くり吸水

し，最終的に は純水 中 で 320〜460g ／g，　 O．9％食塩水

中で 68〜90g ／g，3．5％ 食塩水 中で 46〜62g／g と，高

い 吸水倍率を示した．原料の綿製品を構成す る セ ル ロ ー

ス の 分子量が 高い ほ ど，吸水倍率は高 い 傾 向が 認 め ら

れ た．

　 3）　活性汚泥中 の 生分解性は，セ ル ロ r ス 粉末 と1司

等 レ ベ ル で あ り，良好な生 分解性 を示 した．

本研究は福岡女子大 学研究奨励交付金 に よ っ て行わ

れ た もの で あ る ．
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